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県民祈りの日
長崎県では、８月９日を「県民祈りの日」と定め、原爆犠牲者のご冥福をお祈りするとと

もに、恒久平和への誓いを新たにするため、原子爆弾が投下された午前１１時２分に全県民
が一斉に１分間の黙祷を捧げることとしています。
本日、初山小学校においても平和集会を行いました。内容は次の通りです。

私の前任校は「長崎市立城山小学校」で、爆心地から５００ｍの距離にあり、たくさんの
児童や職員が犠牲になった悲しい歴史を背負っている学校です。初山小学校の子供たちにも、
１９４５年８月９日午前１１時２分に何が起こったのか知ってほしいと考え、以下のような
話をしました。

７月の生活をふり返って
７月の生活目標は「学校を美しくしよう」でした。終業式の日にふ
り返りを行いました。全員がよく頑張ったということで「100 点満点」
でした。大掃除もよく頑張って取り組んでいました。
８月の生活目標は「規則正しい生活をしよう」です。子供たちは規

則正しく生活できているでしょうか。学校では、改めて目標に向かっ
てしっかりと取り組むよう話をしました。ご家庭でも、声かけ等ご協
力をよろしくお願いいたします。

（１）はじめのことば （２）折り鶴紹介 （３）なかよし宣言のふり返り
（４）５、６年生による平和学習発表 （５）平和に関する担当職員の話
（６）歌「この時代に」 （７）校長の話（黙祷を含む） （８）終わりのことば

初山小学校のみなさん、７７年前の８月６日午前８時１５分、広島に、そして、
今日８月９日午前１１時２分、長崎に原子爆弾が落とされました。
先ほどの５、６年生の平和学習の発表、そして平山先生の被爆体験のお話から、

長崎における８月９日という日について、また平和の大切さについて、学ぶことが
できたのではないでしょうか。
私が初山小学校に来る前の学校は「長崎市立城山小学校」です。
この学校は、原子爆弾が落とされたところから５００ｍの距離にある学校で、原子
爆弾によってたくさんの子供や先生が犠牲になりました。
７７年前の今日、長崎にはこのようにつらく悲しい歴史があります。二度とこの

ようなことは起こってほしくないです。改めて、平和の大切さを感じます。
みなさん、「平和」の反対のことばは何だと思いますか。
被爆をされた方のお話の中で、このことについて話を聞くことがありました。そ

の方は、「平和」の反対は「暴力」だと話されました。「暴力」と言われたら、みな
さんはどのようなことを思い浮かべますか。たたいた
り、けったりなどの直接的な暴力がすぐに思い浮かぶ
でしょうね。その他にも「言葉による暴力」もありま
す。最近では SNS などを通した暴力もあります。すな
わち、「人の体や心が傷つくようなことをすること」
が暴力です。話をされた方は、「暴力をなくすこと」
が「平和」につながると言われていました。私もまっ
たく同じ考えです。
みなさんは、先ほど「なかよし宣言」についてふり

返りをしましたね。このなかよし宣言を毎日実行して
いくことが、平和につながっていくのです。世界では、
今も暴力に苦しんでいる人たちがたくさんいます。広
島や長崎で起こった悲しい歴史を忘れず、すべての人
々が平和で安心して暮らせる世界を築いていくために、
まずは自分たちの身近なところから頑張っていきまし
ょう。これで校長先生の話を終わります。


